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人間の尊厳回復と共生を目指す国際交流会議

らい予防法廃止を言己念して

I

D

E

A

で
、
第
二
回
の
国
際
会
議
は
九
際
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

（
ア
イ
デ
ア
）
六
年
九
月
に
南
ス
ペ
イ
ン
で
開
目
的
と
す
る
。

は

世

界

各

国

の

催

さ

れ

た

が

、

日

本

か

ら

は

共

③

日

程

ハ
ン
セ
ン
病
患
に
有
志
が
参
加
し
た
。

20
日
出
交
流
講
演
会
（
千

者
や
回
復
者
に
昨
年
十
月
三
十
日
に
は
国
連
代
田
区
・
砂
防
会
館
）

よ
る
国
際
組
織
本
部
に
お
い
て

W
H
o
（
世
界
2
1
日
⑲
資
料
館
見
学
及
び

で
、
長
年
偏
見
保
健
機
関
）
主
催
、
日
本
財
団
、
全
生
園
自
治
会
と
交
流

差
別
を
受
け
て

I
D
E
A
共

催

に

よ

る

「

生

き

2

2

日

同

休

日

き
た
患
者
や
回
る
尊
厳
の
確
立
」
展
が
開
催
さ

23
日
図

S24
日
困

復
者
た
ち
の
社
れ
、
日
本
か
ら
も
写
真
、
園
券
、

会
復
帰
問
題
に
格
子
縞
の
着
物
な
ど
が
出
品
さ

取
組
む
こ
と
を
れ
、
有
志
が
参
加
し
た
。

目
的
に
、
中
国
、
今
年
は
「
人
間
の
尊
厳
回
復

韓
国
、
イ
ン
ド
、
と
共
生
を
目
指
す
国
際
交
流
会

ブ

ラ

ジ

ル

、

キ

議

」

ー
|
l
ら
い
予
防
法
廃
止
を

ュ
ー
バ
、
イ
ギ
記
念
し
て
—
—
を
テ
ー
マ
に

、

リ
ス
、
ア
メ
リ
次
の
要
領
で
六
月
に
日
本
で
開

力
な
ど
の
関
係
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

者
が
参
加
し
て
、
①
主
題
ら
い
予
防
法
の
廃

一
九
九
四
年
九
止
の
記
念
事
業
と
し
て
、
患

月
に
結
成
さ
れ
者
・
回
復
者
が
一
堂
に
会
し
て

た

。

「

人

間

の

尊

厳

回

復

」

の

観

点

第
一
回
国
際
か
ら
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
を
協

会
議
は
同
年
、
議
し
東
京
宣
言
を
採
択
す
る
と

中
国
の
広
州
市
と
も
に
、
患
者
・
回
復
者
の
国

国連本部での IDEA交流晩餐会

地
方
療

養
所
訪
問
交
流

③
海
外
招
聘
者
は

I
D
E
A

推
薦
の
九
人
（
プ
ラ
ジ
ル
、
ハ

ワ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、

韓
国
、
イ
ン
ド
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

米
国
）
、
基
調
講
演
者
は
国
際

的
に
著
名
な
方
を
選
考
中
。

六
月
二
十
日
、
砂
防
会
館
で

の
国
際
交
流
会
議
は
午
後
一
時

か
ら
四
時
三
十
分
ま
で
、
開
会

式
、
基
調
講
演
、
テ
ー
プ
ル
デ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
海
外
招
聘

者
五
人
、
全
療
協
関
係
者

一
人

が
参
加
し
、
自
己
の
経
験
を
普

遍
化
し
た
対
策

を
発
表
す
る
。

そ
の
後
東
京

宣
言
を
採
択
し

て
閉
会
。
主
催

は
全
療
協
、

I

D
E
A
、
圃
藤

楓
協
会
、
後
援

は
厚
生
省
、
閲

笹
川
記
念
保
健

協
力
財
団
、
砂

防
会
館
は
定
員

八
百
人
、
一
般

の
方
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い

る。
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高
松
宮
記
念

ハ
ン
セ
ン
病
資

料
館
は
一
九
九

三
年
に
オ
ー
プ

ン
し
、
今
年
六

月
二
十
五
日
で

早
く
も
開
館
五

周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。

毎
年
こ
の
日
は

次
の
よ
う
な
記

念
行
事
を
開
催

し
て
来
た
。

◎

一
周
年

・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ら
い
予
防
法

改
正
問
題
を
め

ぐ
っ
て
」

◎
二
周
年
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
ハ

ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
探
る
」

◎
三
周
年
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「こ

れ
か
ら
を
ど
う
生
き
る

ヽ
~カ」◎

四
周
年
・
記
録
映
画
会

「見

え
な
い
壁
を
越
え
て
」

今
年
は
五
周
年
記
念
に
な
る

の
で
、
本
来
な
ら
ば
当
然
記
念

行
事
を
計
画
す
べ
き
で
あ
る
が

ら
い
予
防
法
が
廃
止
に
な
っ
て

資料舘5周年記念行事は秋に
写真、絵画展、記録集なと

三
年
目
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
は
い
う

も
の
の
、
資
料
館
と
し
て
は
当

面
取
り
上
げ
る
課
題
に
苦
慮
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
六
月
に

は
I
D
E
A
の
国
際
交
流
会
議

が
日
本
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
藤
楓
協
会
、
資
料
館
が
双

方
に
関
連
し
て
い
る
影
響
も
若

見
学
を
終
っ
て
一
休
み
の
看
護
学
生
た
ち

干
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

資
料
館
第
五
十
三
回
運
営
委

員
会

(
3
月
12
日
）
で
は
種
々

検
討
し
た
結
果
、
今
年
は
六
月

に
は
行
事
は
行
わ
ず
、
秋
に
開

館
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
写

真
と
絵
画
展
を
開
く
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に

資
料
館
開
館
か
ら
現
在
ま
で
の

主
な
出
来
事
を

ま
と
め
た
記
録

集
を
出
す
こ
と

も
提
起
さ
れ
た
。

詳
細
に
つ
い

て
は
次
号

(
7

月
1
日
付
）
の

資
料
館
だ
よ
り

で
紹
介
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
は
毎
週

月
曜
日
と
金
曜

日
、
祭
日
が
休

み
で
、
午
後

一

時
か
ら
四
時
ま

で
の
た
め
「
開

館
時
間
が
短
か

い
」
と
の
苦
言

の
あ
る
中
で
、

入
館
者
は
年
間

一
万
人
の
ペ
ー
ス
を
保
っ
て
い

る
。
今
年
二
月
末
ま
で
の
開
館

日
数
は
一
―
六
八
日
、
入
館
者

は
四
万
六
一
〇
八
人
、
一
日
平

均
三
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
団
体
は
七
五
一
、
二
万

ニニ
0
三
人
で
一
団
体
平
均
は

三
十
人
程
で
あ
る
。

し
か
し
現
実
に
は
、
多
い
時

は
、
二
、
三
団
体
が
同
時
に
来

資
料
館
で
は
毎
年
各
園
を
写

真
で
紹
介
す
る

「昔
む
か
し
写

真
展
」
を
開
催
し
て
き
た
が
、

今
年
は
次
の
要
領
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

栗
生
楽
泉
園
・
星
塚
敬
愛
園

想
い
出
の
写
真
展

期
日
・

5
月
2
日
出
＼
6
月
30

日

g
場
所
・
資
料
館
研
修
展
示
室

栗
生
楽
泉
園
は
昭
和
七
年
十
一

月
十
六
日
、
星
塚
敬
愛
園
は
昭

和
十
年
十
月
二
十
八
日
設
立

な
お
今
ま
で
開
館
し
て
き
た

写
真
展
は
、

94
年
1
1

多
磨
全
生

園
、
神
山
復
生
病
院
、

95
年
1
1

皓
星
社
で
は
十
年
来
念
願
で

あ
っ
た
「
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
全

集
」
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
る
。

内
容
は
①
小
説
②
詩
③
俳
句

•
川
柳
④
短
歌
⑤
生
活
記
録
⑥

闘
争
記
録
⑦
論
文
⑧
子
供
の
作

品
⑨
年
表
な
ど
十
巻
余
の
予
定
。

ハ
ン
セ
ン
病
文
学
全
集

菊
池
恵
楓
園
・
琵
琶
崎
待
労
病

院、

96
年
1
1

邑
久
光
明
園
・
大

島
青
松
園
、

97
年
1
1

松
丘
保
養

園
・
長
島
愛
生
園
で
あ
る
。

来
年
の
「
思
い
出
の
写
真
展
」

は
宮
古
南
静
園
と
沖
縄
愛
楽
園

を
予
定
し
て
い
る
。

園
5
国
＠
母
国
国

栗
生
楽
泉
園

星
塚
敬
愛
園

5
月
2
日
ー
6
月
30
日

館
百
数
十
人
の
時
も
あ
り
、
雨

や
曇
の
日
な
ど
少
な
い
時
は
二
、

三
人
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
外
国
の
人

達
や
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
の
人
が
満
遍
な
く
来
館
す

る
こ
と
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の

理
解
と
関
心
が
徐
々
に
広
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
肌
に
感
じ

て
い
る
。
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・

教

員

東

京

男

性

ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
は
全
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
歴
史
的

な
こ
と
も
よ
く
分
か
り
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
次
は
生
徒
を
連

れ
て
来
よ
う
と
思
う
。

・
会
社
員
小
田
原

25
オ

男

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
知
識

の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
一

度
は
訪
問
し
て
お
く
べ
き
場
所

で
あ
る
。
様
々
な
事
柄
に
つ
い

て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

・
学
生
香
川

21
オ

女

性

も
っ
と
開
館
時
間
を
長
く
し

て
ほ
し
い
。
人
の
文
や
話
で
間

接
的
に
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が

実
際
に
似
て
作
っ
た
も
の
が
あ

り
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
ハ
ン

セ
ン
病
の
こ
と
、
ち
ゃ
ん
と
関

わ
り
た
い
と
思
う
。

・
教
員
新
潟

53
オ

男

性

差
別
と
闘
っ
て
こ
ら
れ
た

方
々
の
ご
苦
労
、
病
苦
と
闘
っ

て
こ
ら
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
の

ほ
ん
の
一
端
に
触
れ
た
よ
う
に

来館者の声

-
32
オ

差
別
の
な
い
世
の
中
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

・
学
生
横
浜

23
オ

男

性

本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

私
の
二
十
三
年
間
の
生
活
は
何

不
自
由
な
く
、
本
当
の
現
実
と

向
い
あ
う
必
要

が
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

そ
れ
に
対
し

ハ
ン
セ
ン
病
患

者
の
人
達
は
差

別
や
偏
見
と
い

っ
た
現
実
と
向

い
あ
い
、
逃
避

す
る
こ
と
な
く

人
生
を
強
く
生

き
て
い
る
。
い

ろ
い
ろ
な
素
晴

し
い
作
品
を
残

し
て
い
る
。
恵

ま
れ
た
環
境
で

思
い
ま
す
。
き
っ
と
も
っ
と
深

い
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が

調
館
嗚
間
を
畏

V
o
v

度
は
箇
問
す
へ
舎
所

何
も
せ
ず
、
の
う
の
う
と
生
き

て
き
た
自
分
に
恥
じ
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

・
学
生
都
内

22
オ

女

性

と
て
も
き
れ
い
で
広
く
、
資

料
も
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
て

あ
り
見
や
す
か
っ
た
で
す
。
芸

術
作
品
に
と
て
も
あ
た
た
か
い

も
の
を
感
じ
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
に
つ
い

て
大
学
の
ゼ
ミ
で
い
ろ
い
ろ
と

学
び
、
本
も
読
み
ま
し
た
が
、

や
は
り
こ
こ
に
来
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
来
ま
し
た
。
今

何
と
も
言
え
な

い
思
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
、

私
も
社
会
福
祉

関
係
の
仕
事
に

就
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で

ハ
ン
セ
ン
病
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
さ
ら
に

深
め
、
広
く
周
囲
の
人
々
に
も

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
体

を
大
切
に
な
さ
っ
て
頑
張
っ
て

下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
来
た
い
で
す
。

・
会
社
員
東
京

39
オ

女

エ
イ
ズ
の
報
道
を
見
て
い
て

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
国
の
間

違
っ
た
行
政
が
重
な
っ
て
見
え

て
き
ま
す
。
病
気
へ
の
正
し
い

知
識
が
差
別
を
な
く
す
近
道
だ

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

長
い
間
苦
労
さ
れ
て
き
た
元

患
者
の
方
々
が
、
社
会
復
帰
を

さ
れ
、
心
安
ら
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

・
教
員
埼
玉

39
オ

女

性

胸
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
世
の
中
ど
ん
ど
ん
進
歩

し
て
も
、
た
と
え
ハ
ン
セ

ン
病

が
な
く
な
っ
て
も
、
ま
だ
苦
し

ん
で
い
る
人
た
ち
の
い
る
こ
と

悲
し
い
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
考

え
ま
し
た
。

・
学
生
高
崎

19
オ

女

性

ら
い
予
防
法
が
廃
止
に
な
っ

た
今
で
も
実
際
に
ハ
ン
セ
ン
病

の
偏
見
は
つ
づ
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
看
護
学
生
な
の

で
学
校
の
友
達
に
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
話
（
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い

る
と
思
っ
て
）
を
し
て
み
て
も

ま
だ
ま
だ
病
名
さ
え
知
ら
な
い

子
が
多
く
て
、
な
ん
だ
か
淋
し

く
感
じ
ま
し
た
。

知
識
不
足
や
ま
ち
が
っ
た
先

入
観
が
、
こ
の
よ
う
な
痛
々
し

い
事
実
を
残
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
、
私
は
悲
し
く
思
い
ま
し

た
。
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

記念写真を撮る
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三
上
千
代
は
山
形
県
新
庄
藩

士
族
の
家
に
生
ま
れ
た
。
山
形

高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
一
九

1
 

0
 (
明
治

43)
年
十
七
オ
の

時
、
南
伊
豆
の
伝
道
館
に
勤
務

伊
豆
半
島
で
無
教
会
主
義
の
伝

道
を
つ
ね
と
し
て
い
た
。
そ
の

時
ら
い
患
者
の
少
女
に
出
会
い

「
私
が
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
こ
う
し
た
病
者
だ
」

と
心
に
決
め
た
。

〗
伽
」
[
-
―

事
業
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
人
口
三

0
0人
の
部

落
で
医
者
の
資
格
の
な
い
一
看

護
婦
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、

リ
ー
女
史
に
訴
え
十

一
月
、
服

さ
と
相
談
の
上
、
リ
ー
女
史
の

事
業
を
離
れ
「
鈴
蘭
病
院
L

を

つ
く
っ
た
が
、
開
院
二
十
三
日

目
に
服
部
け
さ
は
昇
天
し
た
。

服
部
医
師
を
失
っ
た
三
上
は

一
八
九
―
|
―
九
七
八

t
千

代

「
ハ
ン
セ
ン

病
の
な
い
世
界

を
め
ざ
し
て
L

を
テ
ー
マ
に
第

十
五
回
国
際
ら

い
会
議
が
、
九

月
七
日
＼
十
二

日
ま
で
中
国
の

北
京
国
際
コ
ン

ペ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
。

世
界
救
ら
い

団
体
連
合

(
I

L
E
P
)
、
世

界
保
健
機
関

(
W
H
o
)
の
協

力
を
得
て
、
国
際
ら
い
学
会

(
I

L
A
)
が
主
催
す
る
も
の
で
、

組
織
委
員
会
に
は
日
本
か
ら
は

湯
浅
洋
先
生
が
入
っ
て
い
る
。

案
内
書
に
は
「
一
八
九
七
年

十
月
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で

第
一
回
国
際
ら
い
会
議
が
開
か

れ
、
ハ
ン
セ
ン
博
士
を
始
め
世

界
的
な
医
学
者
が
参
加
、
単
な

る
学
術
会
議
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
時
直
面
し
て
い
た
深
刻
で

現
実
的
な
問
題
を
解
決
す
る
実

行
案
を
見
出
す
た
め
の
会
議
だ

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
以
来
一

0
0年
間

医
学
医
療
の
進
歩
向
上
は
め
ざ

ま
し
く
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど

の
国
で
ハ
ン
セ
ン
病
は
も
は
や

公
衆
衛
生
問
題
で
は
な
く
な
っ

た
ー
ー
l

し
か
し
乍
ら
一

0
0年

前
と
同
じ
よ
う
に
ハ
ン
セ
ン
病

は
今
な
お
深
刻
な
社
会
問
題
で

あ
る
。
こ
の
病
気
の
影
響
を
受

け
た
回
復
者
、
又
そ
の
家
族
の

様
々
な
身
体
的
、
社
会
的
、
経

済
的
、
ま
た
精
神
的
な
苦
し
み

は
実
に
一

0
0
0年
以
上
前
か

ら
あ
ま
り
変
っ
て
い
な
い
ー

ー
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

部
け
さ
医
師
を
迎
え
「
聖
バ
ル

ナ
バ
病
院
」
の
看
板
を
掲
げ
、

患
者
の
治
療
を
始
め
た
。

大
正
十
三
年
十
月
、
服
部
け

会
議
で
は
医
学
が
伝
染
病
と

し
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
勝
利
し

た
こ
と
で
、
そ
の
終
止
符
を
打

つ
時
期
を
想
定
し
た
現
実
的
な

制
圧
計
画
が
討
議
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

案
内
書
で
は
関
係
者
、
関
心

の
あ
る
人
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

ぷ
5
5ぶ吃
8
蕊
ぷ
戌
芯
ぶ

5
陀
が
公
R
吃
念
R
や
ぶ
が
念
ぶ
5
芯
ぶ
必

ハ
ン
セ
ン
病
の
知
識

愛
知
県
衛
生
部
保
健
予
防
課

と
藤
楓
協
会
愛
知
県
支
部
は
、

こ
の
程
「
高
校
生
の
た
め
の
ハ

ン
セ
ン
病
の
知
識
」
の
リ
ー
フ

全
生
病
院
に
戻
り
一
時
勤
務
し

た
が
、
大
正
十
四
年
に
光
田
健

輔
の
援
助
を
受
け
、
草
津
に
平

屋
を
新
築
し
「
鈴
蘭
村
」
を
開

>
こ
。

し

t一
九
四
一
（
昭
16)
年
に
は

宮
城
県
に
患
者
家
族
の
児
童
保

育
所
（
第
二
鈴
蘭
園
）
を
開
設

し
た
。
昭
和
三
十
三
年
六
月
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
賞
を
受
賞
。

昭
和
五
十
三
年
八
十
五
オ
で
昇

天
さ
れ
た
。

1 第15回国際らい会議 I

ー 9月に中国北京で一一

を
八
万
枚
作
成
、
県
下
の
県
立

一
六
三
校
、
市
立
一
五
校
、
私

立
五
六
校
の
各
高
校
に
配
布
し

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
正
し
い
理
解

を
訴
え
て
い
る
。

在
園
者
の
聞
き
が
き
集

朝
日
新
聞
大
阪
厚
生
文
化
事

業
団
で
は
、
社
会
福
祉
・
医
療

事
業
団
助
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、
全
国
療
養
所
の
「
ハ
ン
セ

ン
病
在
園
者
の
聞
き
書
き
集
」

を
出
す
た
め
の
作
業
を
進
め
て

い
る
。写
真
と
ル
ポ
の
記
録
集

写
真
と
ル
ポ
で
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
の
昔
と
今
を
記
録
す
る

書
名

「
収
容
所
列
島
」
ー
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
の
と
き
な
が
れ

て
（
仮
題
）
を
出
版
す
べ
く
、

解
放
出
版
社
で
は
全
療
協
の
協

力
を
要
請
し
て
取
材
を
す
す
め

て
い
る
。

◎
あ
と
が
き

彼
岸
か
ら
四
月
に
か
け
て
全

生
園
内
、
資
料
館
周
辺
に
は
梅
、

菜
の
花
、
椿
、
こ
ぶ
し
、
沈
丁

花
、
緋
寒
桜
、
桜
な
ど
が
次
々
と

咲
き
春
爛
漫
で
あ
る
。
散
策
が

て
ら
資
料
館
へ
ど
う
ぞ
。
（
修
）
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